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諾う高齢者の熱傷後棒魔術の麻酔管理上の
昌瀧申､

獅 鮒 帝熊谷 雷雲表 を富農語 学湧津久井 淳帝卜~鵬

1982年か捌987年までに我 が々経験首JLニ65才最上の熱

海後檎戚衝を受け得宗例6例について検索し専麻酔管理
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老人熱傷患者が植皮術の適応となる場合やその受巌面

積は比較的狭いことが多く,局所麻酔砂伝達麻酔による

麻酔管理の適応となることが多いと思われたEしたがっ

管-多くの合併症を持つ老人熱傷患者の麻酔管理は出来

る限り局所麻酔によることが望まLい.重症老人熱傷患

者が植皮術の適応となる磯合,まれに麻酔管理上 全身

麻酔が必要となることがある｡この時には,術中綻)体温

管用草餅笥嶺である,低体温による電解質や全身臓器-潤

影響は9予備能の低下Lた老人において特に大きいffuめ,

術中の体温管理には十分な注意が必要と考えられ紅

櫓)鎧-6…Pm欠損症の麻酔経験
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G-宿-Pm欠損症は五炭糖リン酸㌃司路の破綻による還

元型グルタチオン代謝異常により赤血球構成蛋白の酸化

変性を生じ潜血発作を主訴として発症する事が多い,ア

ブりカ功地中海沿岸地域に多発するが9本弧 西欧にお

ける発症は極めて少なく'73年以降全身麻酔との関連報

祭は3例のみである.今回演者等は本症例に対する全身

麻酔を経験したので報祭する.症例は望2才男性,幼小児

肝機能不全申門脈控先進骨牌機能完進症状に対して碑骨

胆嚢摘酢縮,食道ド部腎体｣二部血行遮断術が予定され声

溶血発作に留意した上で笑気酸素-=-エソブルレンの牽身

麻酔を施行したが,周術期に渡り良好な経過を呈したの

でァ若干の考察を加えて報菖する叶

5)鋒皮的ジェットベンチレ--ションによる
乳児の喉頭崩手術U)麻酔経験
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声帯および声帯下痢芽組織に由来すると思われる年齢

1歳3九月字体墓守紘欝の抜管困難症の厳児をこ対して,

喉頭教組手酌打で肉芽切除術が施行きれた中街中の換気

TIJこi

は経度的7経気管的をこ則武した静脈留紛糾よりジて_ソト

ベンチレ---シ三号ンよ-->て維持され紅 本法による麻酔管

理は3回行われや肉芽切除郡からぴMl楓をこよる右肺-鶴

血液流入の為の換窺不良 留置針の位置不良をこよる軽数

の頚部皮下気腫の合併症が認めに)わたい｡本法E/こ｣こる麻酔

管理は術中良好な手箱視野が得られる反面や機襖的であ

り呼態が障害され藩と審賂に鮎rt庸挽um蓄えなどの合併

症が起こる可能性があを右 その適応は供養であるべきと

思凄-漕/る.

6)ブ訂ヨンコファイバMを用いた気管支内
レ-ザ-焼灼術U)麻酔
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術後GF洞3芽による気管狭窄 月例)と気管支狭窄 く望

管狭窄症例は硬性気管支鏡下に鷹接し--ザ---焼酎がなさ

にて経路Lた中気管支狭窄症例に対Lてぼ亨健側片肺挿

管による全身麻酔下に予断個に挿管Lた気管チi/-Jを

在しない環境机こてレ--ザ一一焼灼術が施持されたや

全身麻酔Tでのレ-Jf-～-焼灼術はき体動申低酸素車低

換気跡L配がなく安全であり,糖をこ気管支狭窄症に封す

メ-用)の翌春を挿管する方法は,有用と思われる｡
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褐色細胞腫は¥著明な血圧変動をきたすので,L揺L

ぼ麻酔管理に.難渋する屯推量諾】をノ弼葺いて,麻酔管理を行

なったので鴇暫する.症例は掴歳身性.義政圧 緩まり/漫563

mmを蝮),視力低FIを主訴にき当院受診.}ルアドレナリ

ン優位の褐色細胞腫と診断された年術前政蔭はァグラブ

あった.循環血液_鼠の補正はせず,併帝針ブロッカ小は

手術当E3朝窪で服酢 前投薬はス:3ボラミンとモルヒネ

を磨注,導ノ太はサイアミラ…ルで行ない,パソタロニュ

ウふで筋弛緩を得テ挿管可GO静エソブルレンアブェン

タニルで維持｡主戦勘は手術開始時より縛統授与亨体血

管抵抗の低Vと通圧下降を得た.暇Eiは褐色細胞経の

蓋血圧管理をこ有用と思われた,


